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本ガイドでは、CAS STNext の操作方法を紹介します。 
    

    CAS Sequences の詳細については CAS STNext - CAS Sequences ガイドを 
ご参照ください。 

 https://www.jaici.or.jp/download_file/view/aef-cd-a-afcc-fe/ 
 

 

https://www.jaici.or.jp/download_file/view/68a798ef-c55d-49a6-afcc-f8624976985e/
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1. 基本操作 
 
. ログイン 
 
Web ブラウザで CAS STNext の URL (https://www.stn.org/) にアクセスし、Start Session Now を
クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
CAS STNext の ID とパスワードを⼊力して Log In をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
– Forgot Username or Password? は、CAS STNext のパスワードを忘れた場合に、パスワードの再

設定を⾏う機能です。 
詳細は https://www.jaici.or.jp/stn-ip-protection-suite/faq/faq-login/ をご覧ください。 

  

 

「Keep me signed in」 にチェックを⼊れてログインすると、次回以降、ID/パスワードの
⼊力を省略することができます 
– CAS STNext のセッションをブラウザの×ボタンで閉じた場合、次回アクセス時に上図

の ID ⼊力画面はスキップされます (ID/パスワードの⼊力は不要です) 
– LOG Y/H でログアウトした場合や⾃動タイムアウトをした場合、次回アクセス時に上図

の ID ⼊力画面が表示されます (パスワードの⼊力が必要です) 
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. セッション画面 
 
ログインすると、セッション画面が表示されます。 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
* STN Global Value Pricing のお客様はオプション契約が必要です。 

配列検索の詳細は 「核酸・タンパク質配列検索」 (https://seminar.jaici.or.jp/doc/stn_seq.pdf) を
ご参照ください。 

* 構造作図画面の詳細は 「化学物質検索」(https://seminar.jaici.or.jp/doc/stn_chem.pdf) をご参照
ください。 

  

各ページへのアクセス 
Show Menu (メニューバー表示) 
Session (セッション画面) 
CAS Sequences (配列検索)* 
Transcripts (セッション記録) 
Alerts (アラート) 
Structures (構造質問式) 
Scripts (スクリプト) 

設定変更やログアウト 
– Settings (設定) 
– What’s New 
– Logoff (LOG Y) 
– Logoff Hold 

(LOG H) 

My Files  
– Alerts (アラート) 
– Transcripts (セッション記録) 
– Structures (構造質問式) 
– Scripts (スクリプト) 
– CAS Sequences (配列検索) * 

Help（ヘルプ） 

Transcript 名 
変更も可 

コマンドウィンドウなど スクリプト コマンド⼊力欄 コマンドを実⾏ 構造作図画面* 

タブで切り替え表示 
– History 
– Project 
– CAS Lexicon 
– Databases 

JAICI 
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Settings 画面で Show Transcript Options Prompt at Logon の設定を ON にすると、ログインする
際に、Transcript Options ウィンドウが表示されます。 
  
 
 
  
 
 
 
 
  

JAICI 

保存名を⼊力します 

新しい Transcript に検索記録を保存します 

既存の Transcript に続けて検索記録を保存します 
(上書きはされません) 
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. データベースの選択 
 
Databases タブをクリックすると、全データベースが表示されます。目的のデータベース (ここでは
CAPLUS) にチェックを⼊れて Enter をクリックすると、FILE コマンドが実⾏されます。 
 
–     をクリックすると Favorite Databases 登録となり、一番上に表示されます。 

 
–     をクリックするとデータベースの説明が表示されます。 

 
– 複数のデータベースにチェックを⼊れて Enter をクリックするとマルチファイル環境に⼊りま

す。 
 

– View Clusters に切り替えると、全クラスターが表示されます。クラスターとは分野・目的ごとに
まとめられたデータベース群です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

現在のデータベースは CAPLUS 

FILE コマンドが⾃動的に実⾏されました 

チェックを⼊れます 

Favorite Database は 
一番上に表示されます 

JAICI 
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. 検索式の⼊力 
 
コマンド⼊力欄に検索語を⼊力すると、オートサジェスト機能が働きます。 
 
– 「S ELECTROL」 と⼊力すると、ELECTROL から始まる語が⾃動的に  個表示されます。 

これらは CAplus ファイルの統制語シソーラス (CA Lexicon) に含まれている語です。 
 
– オートサジェスト中の語をクリックすると、コマンド⼊力欄に⾃動⼊力されます。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
– 検索式が完成した後 Submit をクリックすると、検索が実⾏されます。 

 
– オートサジェスト中の語をクリックせずに、そのまま検索語の⼊力を続けることもできます。 
 
 
オ ー ト サ ジ ェ ス ト 機 能 は デ フ ォ ル ト で 有 効 に な っ て い ま す 。 不 要 な 場 合 は  Settings 画 面 で 
Autosuggest を OFF にしてください。 
 
  

オートサジェスト機能で表示された語 
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オートサジェスト機能は、SEARCH コマンドだけでなく他のコマンドでも働きます。 
 
– QUERY コマンド、 EXPAND コマンドでもオートサジェスト機能が働きます。 

 
– FILE コマンドでは、データベースやクラスターの候補が表示されます。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
DISPLAY コマンドでは、定型表示形式に含まれるフィールドや、フィールドの内容を確認できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

CA から始まる 
データベースやクラスター 

定型表示形式の場合は含まれる 
フィールドが表示されます 

A から始まる表示形式 
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. 回答表示 
 
CAS STNext では Enhanced View 表示で回答が表示されます (デフォルト)。 
 
– Enhanced View では、各レコードが枠で区切られて表示されます。内容を読み取りやすいよう

に、フォントの大きさや表の色も使い分けされています。 
 

– Enhanced View が不要の場合は Settings 画面で Classic Display を ON にしてください。 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
* Enhanced View に対応していないデータベースもあります。 

各レコードの右上に回答番号 

レコードの区切りが 
明確 

表は一⾏ごとに色分け 

フィールド名は省略形でなく完全表示 

Full Text リンク タイトルは大きなフォント 
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. 検索履歴の確認 
 
History タブには⾃動的に L 番号の履歴が表示されます。 
 
– ⻘色の L 番号はハイパーリンクです。 

クリックするとセッション画面中の該当 L 番号にジャンプします。画面をスクロールして L 番
号を探す必要がないので、効率的です。 
 

–      をクリックすると解析画面が表示され、簡単に解析を⾏えます。 
 

– Create an Alert をクリックすると Alert Settings が表示され、簡単にアラートを登録できます。 
 

– Patent Family Manager をクリックすると、FSORT コマンド (関連特許ごとにソート) や
CAplus/CA ファイルのダブルベーシック特許の重複除去を⾃動実⾏できます。 
 

– Share Results は、CAS STNext の回答を CAS SciFinder ® に移⾏する場合に利⽤します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

– 長い検索式や全コマンドを表示したい場合は => D HIS FULL コマンドを利⽤してください。 
 

ハイパーリンク 

アラート 

特許ファミリーマネージャー 

Share Results メニュー 

解析 
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. Transcript (セッション記録) のダウンロード 
 
CAS STNext ではオンラインセッション内でのみ Transcript のダウンロードが可能です。 
検索終了後は Transcript のダウンロードを⾏ってからログアウト (LOG Y/H) してください。 
 
アクティブセッションの Transcript 
 
– アクティブセッションの Transcript はセッション画面上部のメニューからダウンロードできます。 

 
– Transcript の ON/OFF は画面左上                で確認できます。 

 
– 画面上方にマウスを近づけると、下記のメニューが現れます。 
 

– Transcript の名前を変更する際は  をクリックします。 
 

–     をクリックすると Transcript の記録が停止されます。 
 

–      をクリックしてアクティブセッションの Transcript をダウンロードできます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

–          をクリックすると、新しい Transcript が作成されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ファイル形式を選択 
 
*PDF (Compressed)、RTF (Compressed)、 
Text (Plus Image Files) は ZIP 形式で 
ダウンロードされる 

チェックを⼊れると、セッション開始時からの記
録を保存し、チェックを⼊れないと、現時点から
の記録を保存します 

マウスを近づけると現れるメニュー 

Transcript ON/OFF 
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Transcripts 一覧画面からの Transcript のダウンロード 
 
– My Files > Transcripts をクリック、またはサイドバーの   アイコンをクリックすると、保存

されている Transcript の一覧が表示されます。 
 

– アクティブセッション以外の Transcript をダウンロードする場合はこの画面から⾏います。 
(アクティブセッションはこの画面からもダウンロードできます)  
 

–    をクリックし、ファイル形式を選択してダウンロードします。 
        
 

 
  
 
 
 
 
 
 
– 複数のファイルやフォルダを一括でダウンロードしたい場合 
 
) ダウンロードしたいファイル名およびフォルダ名の左にある 

ボックスにチェックを付けます。 
 
) 画面上方にある   をクリックし、ファイル形式を選択して 

ダウンロードを⾏います。 
 
 
 
 
 

  

JAICI 

作成日時 

ファイル形式を選択 
 
*PDF(Compressed)、RTF (Compressed)、 
Text (Plus Image Files) は ZIP 形式で 
ダウンロードされる 

フォルダの作成 

Transcript の名前を変更 
デフォルトの名前は 「⻄暦_通し番号」なので検索
テーマなどに変更するとわかりやすい 

セッション画面に戻るときは Return 
to Homepage をクリック 

 

： 

日付またはファイル名で並べ替え 

ファイル名、フォルダ名で検索 
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参考 : My Files の Transcripts、Structures、Scripts ページでフォルダ作成 
 
  をクリックしフォルダを作成します 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ファイルのフォルダへの移動方法 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

フォルダに含めたいファイルにチェックを
付けて、Move to Folder をクリックし、 
移動先のフォルダを選択します 

 ファイルをフォルダに移動させる場合は 
  より、Move をクリックし、移動先の 
フォルダを選択することもできる 

名前を付けて  をクリック 
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ログオフ時に Transcript のダウンロードを促す画面を出す設定を利⽤ 
 
– Settings 画面で Prompt at Logoff/Logoff Hold の設定を ON にすると、ログオフ時に

Download Transcript (セッション記録) のダイアログが出現します。 秒以内に Yes をクリッ
クするとセッション記録を PC に保存できます 

 
– SET LHISTORY ON または Settings 画面で Logoff History (LHIST) の設定を ON (ログオフ時に

検索履歴を表示する設定) や SET LCOST FULL (ログオフ時に料⾦を表示する設定) を設定してい
る場合は、この設定を利⽤するのがおすすめです。 

 
 
 
 
 
 
– ログオフ時の画面 

 
 
 
 
                     

JAICI 

JAICI 
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. ログアウト 
 
画面右上のメニューから Logoff もしくは Logoff Hold をクリックします。 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
再接続 
 
– Logoff Hold (LOG H) 後、 分以内に再接続をすると、再接続前のセッション履歴のリロードを

選択するダイアログが表示されます。 
 

– Yes を選択すると、以前の履歴をリロードします。 
 

– No を選択すると、履歴をリロードすることなく再接続メッセージが表示されます。 
 

– Transcripts には Yes/No の選択に関係なく、すべての履歴が⾃動的に含まれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

JAICI 

* Prompt at Logoff/Logoff Hold の設定を ON にしている場合、上記のダイアログボックスが表示
されます。 

オンラインセッションが終了し、ログイン画面が
表示されます。 

LOG H : セッションの中断 

LOG Y : セッションを完全に切断 

JAICI 
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参考 : 設定 
  
セッション画面右上の Settings から ID 毎の各種設定を⾏えます。 
 
– 設定の変更は即座に反映され、変更された項目に緑色のチェックマークが数秒間表示されます。

設定は PERM (恒久) 設定となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

オートサジェスト (p.)  

Enhanced View/Classic Display の切替 (p.) 
コマンド修正できる形式で構造をアップロード 
パフォーマンスの強化 

略語を⾃動的に含めて検索 
TRANSFER でヒットしなかったターム集合作成 
ログオフ時に検索履歴を表示 (p.) 

複数形を⾃動的に含めて検索 

英⽶綴り違い等を⾃動的に含めて検索 

マルチファイル検索で各ファイルの回答に L 番号を付与 

ダウンロードするファイルの形式 

セッション終了時にセッション記録の 
ダウンロード画面を表示 (p.) 

JAICI 

 

検索語に関連する CA の統制語をコマンド⼊力欄上部に表示  

セッション記録のヒットタームハイライトの色 

構造作図画面のツールバーの配置の設定 
(独⽴ (Floating) / 組み込み (Attached))  

ログイン時にセッション記録に関するオプション 
を表示 (新規/既存の記録に保存) (p.) 

セッション終了時に質問式サマリーをダウンロード 

特許関連のリンク情報をセッション記録に含める 

表示料⾦の通知を表示 

キーボードショートカットの設定 

検索料⾦の通知を表示 

デフォルトの設定に戻す 
設定を変更すると、    マークが表示されます 

– SET コマンドで指定する設定もあります 
– D SET で現在の設定を確認できます 
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2. 便利な機能 
 
. レポート作成  
 
CAS STNext では、Transcript (セッション記録) を基にしたレポ ートや 表を簡単に作成で き
ます。必要な情報 のみを 視覚的にわかりや すくま とめられるので、 報告書 を作成する際など
に便利です。  
 
レポートの作成方 法  
 
① 画面上方の My Files > Transcripts をクリック、またはサイド バーの    アイコンを ク

リックして Transcript 一覧画面にアクセ スし、  から Create Report を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② レポートに含 める回 答を選択します。  

レ ポ ー ト に含 め る 回 答 に
チェックを付けま す  
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③ テンプレート を選択 します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ ヒットターム のフォ ーマットを指定し ます  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文字のスタイル  
文字の色  

文字のフォント  

文字サイズ  

定型のテンプレー ト  
() レポートに含まれ る  

フィールドを確認 します  

カ ス タ ム テ ン プ レ ー ト を 作 成
する場合は Copy Template を
選択します（後述 ）  () フォーマットを選 択 します  

() テンプレートを選 択 します  
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⑤ レポートをダ ウンロ ードします。  

 
 
  

選 択 し た フ ォ ー マ ッ ト 形 式 に よ り 表 示
されるオプション 情報が 異なります  

最 後 に ダ ウ ン ロ ー ド を
クリックしてくだ さい  
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⑥ レポートを作 成でき ました。  
 
– Standard フォーマット  (.rtf ファイル) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

– Enhanced フォーマット  (.rtf ファイル)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

フ ィ ー ル ド が 完 全 な フ ィ ー ル ド 名
で表示されます  

フ ィ ー ル ド が 完 全 な フ ィ ー ル ド 名 で
表示されます  

標題の文字が大き く表示 されます  

特 許 情 報 、 優 先 権 情 報 な ど が
表形式で表示され ます  
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– Table フォーマット (Excel : .xls ファイル) 
 

– フォーマットとし て Table を選択すると、下記 のオプションが表 示され ます。  
 
 
 
 
 
 

(a) Split subfields into columns にチェックを 付け ない場合  
 

– CAplus ファイルでは 、 同一特許ファミリ ーの PatentPak (PPPI)、特許情報 (PI)、 優
先権情報 (PRAI) 毎にま とまったセルにな り、特 許ファミリー毎に  ⾏になった表が
作成されます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(b) Split subfields into columns にチェックを 付け た場合  
 
– さらに  つのオプショ ンが選択できます 。  

 
 
 
 
 
 
 

(b-) Merge patents into one row と Combine 
Patent Number and Kind Code の両方とも  
選択しない  

 
–  ⾏  特許番号の表が 作成されます。サ ブフィ ールド (特許番号、特許 種別コードな

ど) は別カラムに分かれ ます。  
 

 
 
 
 
  

を ク リ ッ ク す る と 、 各 オ プ シ ョ ン の 説 明
を⾒ることができ ます  

特許情報を  ⾏に統合します  

特許番号の後ろに 特許種 別 
コードがついた形 式にな ります  
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(b-) Merge patents into one row のみ選択 
 
 
 

–  ⾏  レコード ( 特許ファミリー) の表が作成されます。サブ フィー ルドは別カラ
ムに分かれます。  

 
 

(b-) Combine Patent Number and Kind Code のみ選択  
 
 
 

–  ⾏  特許番号の表が 作成されます。サ ブフィ ールドは別カラム に分か れます。特許
番号の後ろに特許 種別コ ードがついた形式 になり ます。  

 
(b-) Merge patents into one row と Combine Patent 

 Number and Kind Code の両方を選択  
 
 
–  ⾏  レコード ( 特許ファミリー) の表が作成されます。サブ フィー ルドは別カラ

ムに分かれます。 特許番 号の後ろに特許種 別コー ドがついた形式に なりま す。 

 
– XML フォーマット (.xml ファイル) 
 

– xml ファイルが ZIP 形 式でダウンロード されま す。 
 
– BizInt フォーマット (.bpd ファイル) 
 

– BizInt Smart Charts for Patents で開くためのフ ォーマットです。  
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参考：カスタムテ ンプレ ートの作成  
 
定 型の テ ン プ レ ート に 含 ま れて い な い フ ィー ル ド を 使っ た レ ポ ー トや テ ー ブ ルを 作 成 す る には 、
カスタムテンプレ ートを 作成します。  
 
①  Choose Template の Copy Template を選択します。 

 
②  レポートに含めた いフィ ールドを右側の Selected Fields にドラッグし 、含めないものは

左側の Available Fields にドラッグしま す。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

Copy Template をクリックします  

(1) レ ポ ー ト に 含 め る フ ィ ー ル ド
は右側の Selected Fields に、
含 め な い も の は 左 側 の
Available Fields にドラ ッグし
ます 

出 力 し て い な い フ ィ ー ル ド は
グレーアウトしま す  

(2) テンプレート名を ⼊力し ます 



CAS STNext 利⽤ガイド| 22 
 

Choose Template の Edit Template から再編集 が可能です。  

 
③  上記でカスタムテ ンプレ ートを選択後、Next をクリックすると p. の ④ が表示され、

p. の ⑤ でダウンロ ードを⾏えます。  
 

  

編集し たい テンプ レー ト に
チェックをつけま す  

Edit Template をクリックし、
カ ス タ ム テ ン プ レ ー ト を 編 集
します  
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. コマンドウィンドウ  
 
コマンドウィンド ウのメ リット  
 
– 通常はコマンドラ インに 一⾏ずつコマンド を⼊力 しますが、あらか じめ質 問式をメモ帳

などに保存してお き、コ マンドウィンドウ にアッ プロードして一⾏ ずつ (またはすべての
⾏をまとめて) 送信することができます。  
 

– 以前と同じ質問式 を利⽤ したい場合や、あ らかじ め質問式を熟考し て全体 像を把握した
い場合に便利です 。  

 
 
コマンドウィンド ウの利 ⽤方法  
 
①   メモ帳などにあ らかじ め質問式 (.txt、.sc、.scb 形式のいずれか) を作成します。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②   画面下部の  をクリ ックし、Command Window を選択します。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

  

– Command Line をクリ ックすると、コマ ンド⼊ 力欄に戻ります。  



CAS STNext 利⽤ガイド| 24 
 

③     をクリックして  ① のファイルを アップ ロードします。  
 
 

 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④   一⾏送信もしく は全⾏ 送信します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意点  
 
質 問 式 中 に  L 番 号 を 含 む 場 合 は 、 コ マ ン ド 送 信 前 に 、 既 存 の  L 番 号 を 確 認 し て く だ さ い 。 
 

  

コ マ ン ド ウ ィ ン ド ウ に 質 問 式 が ア ッ プ ロ ー ド
されました  
(コ マ ン ド ウ ィ ン ド ウ に  ①  の テ キ ス ト を 直 接
コピー＆ペースト で⼊力 することもできま す) 

一⾏送信の場合、 ⽔色ハ イライトの⾏が送 信され ます 

一⾏送信  

全⾏送信  

ロ ック 状 態 に する と 、 コ マ ンド を
送 信す る こ と なく ⼊ 力 ・ 編 集す る
ことができます  

① のファイルを 指定  
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参考 : コマンドウィン ドウの内容を保存 したい 場合 
 
①     をクリック し、名 前を付けて保存し ます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 保存先は My Files > Scripts です。 

RUN をクリックすると 、保存しておいた 検索式 を実⾏することが できま す。 
 

     をクリッ クし、Download をクリックす ると .sc ファイルを ダ ウンロードできま す。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

検索式を実⾏  

名前を付けて保存  
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. Convert to Script (検索式の⾃動作成) 
 
検索したい検索語 (特許番号や CAS RN®  など) のリストから検索 式 (スクリプト) を自動作
成することができ ます。  
 
– 検索フィールドを 自由に 指定できます。  

 
– Convert to Script で作成した検索式はス クリプ トとして My Files > Scripts に保存され

ます。  
 
検索式 (スクリプト) の ⾃動作成方法  
 
①  検索したい検索語 のリス ト (テキスト形式 (.txt)、csv 形式、.data 形式) を作成します。 

各検索語は改⾏す るか、 カンマ、スペース 、縦棒 、セミコロン、タ ブのい ずれかで区切
っておきます。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
注意点：.doc や .rtf 形式のファイルは利 ⽤でき ません。  
 
②   画面上方の My Files > Scripts へアクセスし、Create New の Search Terms を選択し

ます。  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

カンマで区切る  スペースで区切る  改⾏で区切る  
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③ Browse をクリックして  ① で作成したフ ァイル を指定し、Next をクリ ックします。  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
④ 検索フィールド、 検索語 の区切りを指定し 、OK をクリックします 。  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
検索語を区切る条 件を選 択します。 
改 ⾏ の 場 合 は 何 も 選 択 す る 必 要 は
ありません  

検索フィールドを ⼊力し ます 
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⑤  スクリプトが自動 作成さ れました。Run をクリックすると検索が 実⾏さ れます。  
  をクリックし 、Edit をクリックすると スクリ プトの内容を確認 できま す。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

スクリプトの実⾏  

スクリプトの確認  
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. 解析 
 
CAS STNext の解析画面 でフィールドを選 択する と、容易に解析を ⾏うこ とができます。  
(ANALYZE または TABULATE コマンドが自動的 に実⾏されます) 
 
 フィールドの解析例 : ナノ粒⼦を利⽤ した化 粧品に関する特許 の出願 ⼈解析  
 
① History タブの  をクリックし、回 答番号 とフィールドを指 定して  Analyze をクリッ

クします。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
②  解析結果が表示さ れまし た。 

著者名/発明者名 
機関名/特許出願人  
 
発⾏年  
統制語  
特許発⾏国  
共通特許分類  
国際特許分類  
カスタム解析  

Publication Year： 
CAplus/CA、CASREACT、 
MARPAT、WPI ファイル では 
ベ ー シ ッ ク 特 許 の 発 ⾏ 年  
(PY.B) で解析されます  

ソート順を指定  
(アルファベット順/頻度順) 

セ ル を ク リ ッ ク す る と セ ッ シ ョ ン 画 面 へ 戻 り 、
自 動 で 該 当 レ コ ー ド 全 件 を デ フ ォ ル ト 表 示 形 式
で表示します  

csv 形式  
ダウンロード  

コマンド : => ANA L - CS 
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 フィールドの解析例 : サントリー株式 会社の 特許の IPC とベーシ ッ ク特許発⾏年の解 析  
 
① History タブの   をクリッ クし 、回答 番号 とフィー ルド を指定 して  Analyze をクリッ

クします。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③   解析結果が表示 されま した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

選択肢にないフィ ールド も 
⼊力して指定でき ます  

 つまでチェックを⼊ れ られます  

昇順/降順  縦軸と横軸の⼊れ 替え  

コマンド : => ANA L - IPC LEN  PY.B  (L) 
=> TABULATE L 
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. Alert Settings (アラートの設定) 
 
CAS STNext の Alert Settings から 、 容易 にア ラー ト の登 録、 編 集を ⾏ うこ と がで きま す。 
(SDI コマンドが自 動的 に実⾏されます) 
 
アラートの登録  
 
①  History タブで、アラー ト登録したい L 番号の右側にある     をクリ ックし Create an 

Alert をクリック します 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
②  Alert Settings が起動しますので、アラー トの設 定内容を指定しま す。  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

終了⽇  

重複除去  

回答  件の場合の
配信有無  

コストセンター  

ヒットタームハイ ライト  

STNmail で送付確認  

表示形式  実⾏頻度  更新コード  

アラート登録名  

⼊手方法と  
e-mail アドレス  

タイトルの⼊力は 必須  
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参考 : Advanced の項目 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
– Alert Settings で登録できるアラート  

単一ファイルアラ ート、 マルチファイルア ラート  (全ファイルで同じ L 番号を質問式に
指定) 
 

– Alert Settings で登録できないアラート  
マルチファイルア ラート  (各ファイルで別の L 番号を質問式に指 定) およびパッケージ
アラート、SMARTracker (REGISTRY ファイルか ら CAplus/CA ファイル へのクロスオー
バーを含むアラー ト) 

 
– これらのアラート を登録 する際は、コマン ドをご 利⽤ください。  

 
アラートの編集  
 
①  My Files > Alerts にアク セスすると、現在登録し ているアラートの 一覧が 表示されます。  

Answer History で 過 去 の 実 ⾏ 状 況  (Run #) や 配 信 ⽇ な ど の 情 報 を ま と め て 表 で 確 認 で
きます。  
 

– STNmail、オンライン配 信を指定している 場合や 、マルチファイル パッケ ージアラー
トの場合は Answer History は表示されません 。  

                                
②  Edit をクリックすると アラートの編集を ⾏えま す。 

Alert Settings (登録時と同じ ② の画面) が起動するので、必要箇 所を変 更し Save をク
リックすると編集 完了で す。 
 

– アラートの質問式 の編集 は Alert Settings からは⾏えません。コ マンド をご利⽤くだ
さい。  

最大回答数  構造検索のタイプ  

更新情報の表示  
利⽤制限を越えて データ を蓄積  

ソート  

利⽤制限を越えて コピー を配布  

JAICI

SUPPORT@JAICI.OR.J

タイトル  

アラート設定  
内容の編集  

 ⽇前までの  
回答を表示可能  

アラート作成⽇、アラー ト登録名、
タイトルで並べ替 え  
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. 特許ファミリーマネ ージャー  
 
特許ファミリーマ ネージ ャーのメリット  
 
関連 特 許フ ァ ミリ ー ごと の並 び 替え や CAplus/CA フ ァイ ル のダ ブ ルベ ーシ ッ ク特 許 の重 複
除去を自動的に実 ⾏でき ます。  
 
 
特許ファミリーマ ネージ ャーの利⽤方法  
 
①  History タブの     をクリックし Patent Family Manager をクリック します。  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
② 自動実⾏した い操作 を下記 a) 〜 c) から選択します。  
 
a) 回答セットを FSORT し、各特許ファ ミリー の first member (最新の  件) を抽出しま

す。(上限 , 件)  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

非特許も抽出した い場合 はチェック  
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b) CAplus/CA フ ァ イ ル の 回 答 セ ッ ト に 同 一 の 化 学 物 質 索 引 を 持 つ ダ ブ ル ベ ー シ ッ ク 特 許 の
レコードが含まれ ていた 場合、片方のみを 残しま す。(上限 , 件) 

 
– ダブルベーシック 特許の レコードでも、化 学物質 索引が完全に同じ でなけ れば、除去

されません。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

– Keep National Office Equivalents : 国内公報が ベーシック特許の レコー ドを残す  
– Keep PCT (WO) Equivalents  : PCT (WO) 公報がベ ーシック特許のレ コード を残す  
– Keep Oldest Aplication Date  : ベーシック特許の出 願⽇が古い方を残 す  
– Keep Oldest Publication Date  : ベーシック特許の発 ⾏⽇が古い方を残 す  

 
 

c) 回答セットの特許フ ァミリーを FSORT して 回答を表示します 。(上限 , 件) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

各特許ファミリー の first member (最新  件) の 
表示形式  

それ以外の member の表示形式  
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. Share Results (CAS SciFinder への回答移 ⾏) 
 
Share Results 機能を⽤ いて、CAS STNext で作成した回答集合を CAS SciFinder へ移⾏す
ることが可能です 。  
 
 
対象ファイル  
 
– REGISTRY、ZREGISTRY、LREGISTRY 
– CAplus、HCAplus、ZCAplus 
– MEDLINE 
 
 
利⽤⼿順  
 
① CAS STNext で検索 を⾏い、History タブで移⾏したい回答集 合の横 にある   をク リ

ックし、Share Results の View in SciFinder または Email link to SciFinder を選択し
ます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②- 「View in SciFinder」 をクリックした場 合  
 
– 回答番号を指定し て Continue ボタンをクリ ッ クします。  

  

CAS SciFinder が新しいタブで開きます  

お使 いの メー ル アプ リで  CAS SciFinder へ
のリンクが⼊った メール が作成されます  

回答番号を指定し ます。  
一度に移⾏できる 回答数 は  万件 
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– 処理が完了したら 下記の メッセージが表示 される ので、Open SciFinder ボタンをクリッ
クします。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
– CAS SciFinder が別タブで開き、移⾏した 回答を 確認できます。（CAS SciFinder へのロ

グインが必要です 。）  
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②- 「Email link to SciFinder」 をクリックし た場合  
 
– 回答番号を指定し て Continue ボタンをクリ ッ クします。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
– 処理が完了したら 下記の メッセージが表示 される ので、Open Email ボタンをクリックし

ます。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
– CAS SciFinder へのリンクが⼊ったメール が作成 されるので、同一 機関内 の回答を送りた

い相手にメールを 送信し ます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
– メール受信者はメ ール中 のリンクをクリッ クして  CAS SciFinder を開き、移⾏した回答

を確認します。（CAS SciFinder へのログインが 必要です。）  
 
– 移⾏した回答集合 は、後 ⽇ CAS SciFinder の History ページから開く こ とができま

す。 
 

– 更新頻度やデータ 構成の 違いにより CAS STNext での回答件数と CAS SciFinder で
の回答件数が一致 しない 場合があります。  

回答番号を指定し ます。  
一度に移⾏できる 回答数 は  万件 
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. Chemscape Analysis (ケムスケープ アナリシス) 
 
Chemscape Analysis は構造検索で得られ た化学 物質の集合から、 構造の 類似性により解析
したマップを作成 する機 能です。マップ内 には関 連特許の件数が D で示されるため化学 関
連特許を視覚的に 分かり やすく解析するこ とがで きます。  
 
 
Chemscape Analysis 解析マップ作成⼿ 順  
 
①  REGISTRY ファイルで構 造検索を実⾏しま す。  
 
② 画面右の History タブ で、構造検索結果 の L 番号の   アイコンから Create 

Chemscape Analysis をクリックします。  

 
 
③  解析する回答番号 の範囲 を指定し、Analyze をクリックします 。1,000 件 以内を指定して

ください。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 JAIC I 

 

s
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④ Chemscape Analysis 画面が表示されます 。  
 
– Structural Similarity で解析した化学構造 の類似 性によるマップが 表示さ れます。  
– 構造類似性が⾼い 物質が 赤色で、類似性が 低い物 質は⻩色で示され ます。  
– D マップのバーの⾼さ は、特許の件数を 表して います。  
– バーをクリックす ると、 該当する化学物質 のモー ダルウィンドウが 表示さ れます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

化学物質  関連特許  

特許出願人などの 情報に よる色分け表示や 特許件 数による絞り込み などが 可能です。  
詳しくは、下記サ イトの 「Chemscape Analysis ガイド」 をご覧くださ い。 
https://www.jaici.or.jp/download_file/view/e-ae-a-bea-fdbb/ 

出願人、特許分類 、発⾏ 年/国などを
反映させたマップ に変更 可 

⽔ 色 のド ッ ト ：
構 造 質問 式  

化学物質の  
モーダルウィンド ウ  

*：CAS RN® をクリックすると、 
その化学物質を CAS STNext
で検索できます  

*：Patent Count (特許数) を 
ク リ ッ ク す る と 、 関 連 特 許 を
CAS STNext で検索でき ます 

* 

* 

https://www.jaici.or.jp/download_file/view/986956e3-a9e8-4a25-b5ea-f92db9b67926/
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. CAS Lexicon 
 

CAS Lexicon とは 
 
– CA の統制語シソーラス です。統制語は、 一つの 概念を一つの語で 表現す るようデータベ

ース中で統制され た語で す。統制語を⽤い ると、 的確かつ網羅的な キーワ ード検索を⾏
えます。  
 

– CAS STNext では、EXPAND コマンドを⼊力す る代わりに、CAS Lexicon タブで簡単に 
CA の統制語シソーラス を参照できます。  

 
 
 
 
 
 
 
 

– ただし、関係語が 非常に 多い場合、CAS Lexicon タブではすべて の語を 表示できませ
ん。その場合は EXPAND コマンドを利⽤して ください。  

 
 
Lexicon Matches と CAS Lexicon タブ 
 
– ⼊力した語 (ここでは Electroluminescent devices) が CA の統制語シソーラスに含まれ

ている場合は、オ レンジ 色のポップアップ が表示 されます。  
 
 

 
 
– Lexicon Matches 機能はデフォルトで有 効にな っています。不要 な場合 は Settings 画面

で Lexicon Matches を OFF にしてくださ い。  
 
 
 
  

「Electroluminescent devices」 とそのターム の一部  
「Devices」 の  つが 表示されます  

キーワードを⼊力 して、  
シソーラスを検索 できま す 
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– Electroluminescent devices をクリックす ると CAS Lexicon タブが自 動的に開き、CA 
の統制語シソーラ スが表 示されます。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

関係コードの⼊力 は不要 です。  
 
Electroluminescent devices の階層が
展開された状態で 表示さ れます  

上位語  

同義語  

関連語  

下位語  

自動で⼊力されま す  

索引されているレ コード  
件数の多さを表し ていま す 
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– CA 統制語シソーラスか ら、必要な語を検 索式に 追加します。  
ここでは同義語と 下位語 を追加するため、 Synonyms の Add All と Narrower Terms の 
Add All を両方クリック します。  

 
   
 
– 検索式が完成した 後 Submit をクリックすると 、検索が実⾏され ます。  
 
  

JAIC I  

同義語 (+UF,OLD) と下位語 (+NT) を含めた検 索式ができました  
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. Project タブ 
 
Project タブを利⽤する と、調査に関 する情報を   つのプロジェクトと してまとめて管理 す
ることができます 。  
 
 
利⽤方法  
 
プロ ジェ ク トを 利⽤ す る 場合 、検 索 を始 める 前 に 、Project タ ブか ら新 規 プロ ジェ ク トを作
成します。  
 
①  Project タブをクリック し、New Project ボタ ンをクリックしま す。  

 
 
 
 
 
 

②  プロジェクト名を ⼊力し 、Continue ボタンをク リックします。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ プロジェクト が作成 されると、新たな Transcript が作成され ます。  
この Transcript はプロ ジェクトに関連づ けられ ており、後 ⽇プロジェク トを開くと 、同
じ Transcript が自動的 に開きます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ プ ロ ジ ェ クト を 開 い た 状 態 で 利 ⽤ し た 構造 質 問 式 や 配 列 質 問 式 、ス ク リ プ ト は 「Files」 
タブにまとまりま す。  
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⑤  プ ロ ジ ェ ク ト を 閉 じ る 場 合 は 、 プ ロ ジ ェ ク ト 名 の 右 側 に あ る   を ク リ ッ ク し 、 Close 
Project を選択します。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 後⽇作成した プロジ ェクトを開く場合 は、Project タブを開き、プロ ジェクト名をクリ ッ

クします。  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
⑦ 作成したプロ ジェク トを削除する場合 は、プ ロジェクトを開い ている 状態で、プロジェ ク

ト名の右側にある   をクリックし、Delete を選択します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

– プロジェクトを削 除して も Transcript や構造質 問式、配列質問式 、スク リプトは削
除されず、My Files に残ります。  
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About CAS 
CAS connects the world’s scientific knowledge to accelerate breakthroughs 
that improve lives. We empower global innovators to efficiently navigate 
today’s complex data landscape and make confident decisions in each phase 
of the innovation journey. As a specialist in scientific knowledge 
management, our team builds the largest authoritative collection of human-
curated scientific data in the world and provides essential information 
solutions, services, and expertise. Scientists, patent professionals, and 
business leaders across industries rely on CAS to help them uncover 
opportunities, mitigate risks, and unlock shared knowledge so they can get 
from inspiration to innovation faster. CAS is a division of the American 
Chemical Society. Connect with us at cas.org 

JAICI について 
一般社団法人化学情報協会 (JAICI) は、化学技術情報の流通を図るため 1971
年に設⽴されました。⽶国 CAS をはじめ世界各国の情報機関などと協力関係
を築き、⽇本の研究者をサポートする情報センターとして、⼤学・企業などの
情報取得・分析から研究・開発までを⽀援しています。 
 
CAS STNext に関するお問い合わせ先 
https://www.jaici.or.jp/inquiry/ 
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